
2
月
22
日（
日
）・
23
日（
月
・
祝
）

【
　
開
　
催
　
】

【
　
会
　
費
　
】
3
1
，0
0
0
円（
税
込
）

【
　
時
　
間
　
】

１
席
目 　
　
　

9
時
40
分
〜

2
・
3
席
目　
　

10
時
30
分
〜

4
・
5
・
6
席
目 

11
時
20
分
〜

※
 

ご
希
望
の
ひ
と
お
席
を
お
選
び
く
だ
さ
い

１
席
目
：
宋
代
茶
席
↓
濃
茶
席
↓
点
心
席
↓
展
覧
会
解
説

２
席
目
：
濃
茶
席
↓
点
心
席
↓
展
覧
会
解
説
↓
宋
代
茶
席

３
席
目
：
宋
代
茶
席
↓
展
覧
会
解
説
↓
濃
茶
席
↓
点
心
席

４
席
目
：
展
覧
会
解
説
↓
濃
茶
席
↓
点
心
席
↓
宋
代
茶
席

５
席
目
：
宋
代
茶
席
↓
点
心
席
↓
濃
茶
席
↓
展
覧
会
解
説

６
席
目
：
点
心
席
↓
宋
代
茶
席
↓
濃
茶
席
↓
展
覧
会
解
説

10
名（
各
席
）

【
　
定
　
員
　
】

濃 

茶 

席
： 
席
主　
　
　

小
澤
宗
誠

宋
代
茶
席
： 

席
主
・
指
導　

鄭
燕

【
　
席
　
主
　
】

濃
茶
席
：「
古
経
楼
」

宋
代
茶
席（
体
験
）：「
冨
士
見
亭
」

点
心
席
：
三
友
居

企
画
展「
中
国
の
陶
芸
展
」

　

学
芸
員
に
よ
る
解
説
と
自
由
観
賞

【
　
内
　
容
　
】

中
国
か
ら
伝
来
し
た
茶
は
、日
本
で
花
開
き
独
自
の
発
展
を

遂
げ
て
茶
道
と
な
り
ま
し
た
。今
回
、中
国
陶
磁
を
取
り
合
せ

た
濃
茶
席
と
現
代
の
薄
茶
に
通
ず
る
宋
代
の
点
茶
体
験
と
で

歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
く
茶
会
を
早
春
の
五
島
美
術
館
で
開

催
い
た
し
ま
す
。濃
茶
席
の
席
主
に
は
中
国
陶
磁
に
造
詣
の

深
い
小
澤
宗
誠
氏
を
、中
国
宋
代
の
茶
席
は
中
国
茶
や
中
国

香
を
教
え
る
鄭
燕
氏
を
迎
え
ま
す
。同
時
期
開
催
の「
中
国
の

陶
芸
展
」鑑
賞
と
あ
わ
せ
て
、悠
久
な
茶
の
歴
史
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

初心者も経験者の方も、共に理解できるよ
うに工夫されたカリキュラムでのお稽古で
す。インターネット上にはない知識、日本独
自の伝統文化の基本を身につける一助とし
て、香木の不思議な香りを素材に、お香のた
き方、味わい方はもちろん、四季折々の自然
美や感性の豊かさを学べます。

【
　
会
　
場
　
】
五
島
美
術
館（
東
京
都
世
田
谷
区
）

※

東
急
大
井
町
線（
各
駅
停
車
）「
上
野
毛
駅
」徒
歩
5
分

　
東
急
田
園
都
市
線・大
井
町
線「
二
子
玉
川
駅
」よ
り
タ
ク
シ
ー
約
10
分

【鄭燕（てい えん）】プロフィール
浙江省天台県出身。2007年に来日。中
国政府認定中国茶芸師・中国香芸師。
中国茶や中国香について講義を行う
ほか、中国茶芸や香芸の実演も行って
いる。中国の「雅」文化を伝える、雅文
化学院主宰。
『なごみ』2025年7月号にご登場。

茶
の
源
流
を

た
ど
る
茶
会

〜
中
国
陶
磁
と
宋
代
点
茶
を
愉
し
む
〜

早春の五島美術館

五島美術館 「冨士見亭」より外を望む

三友居 点心
※料理の写真はイメージです

影青茶碗 景徳鎮窯 南宋時代

青磁茶入 越窯 五代時代黒釉水指 磁州窯 金時代

呉須赤絵鉢 漳州窯 明時代

て
い 

え
ん

二文字押切集中コース
灰形の基本、二文字押切を集中的に学んでいただく講座です。

初心の方でも習熟できるよう
オリジナルの資料や教材を使いながら、
年間を通して主だった灰形を学んでいきます。

お好みの裂地を用い、さまざまな袋物を
ご自身のペースでお作りいただきます。
想いを込めてご自身の手で茶の袋物を
仕立ててみませんか。

【　会　費　】1回 8,800円（税込）

【　定　員　】15名 【　会　場　】淡交社 東京教室

【　定　員　】15名 【　会　場　】淡交社 東京教室

【　定　員　】10名
【　会　場　】淡交社 東京教室

【　会　場　】淡交社 東京教室【　時　間　】10時～12時30分

【　時　間　】
13時30分～15時

【　講　師　】小澤宗誠【　講　師　】大澤実千世

茶の袋物講習会

【　入会金　】要

【　会　費　】1回 8,800円（税込）【　講　師　】小澤宗誠
【　講　師　】谷川ちぐさ （香道御家流木の会主宰）

【　入会金　】要
【　入会金　】要

【　入会金　】要
22日第1回  3月
17日第2回  5月 22日第5回 11月
19日第3回  7月

13日第4回  9月
【　開催日　】日曜開催

13日第1回  2月
13日第2回  3月
10日第3回  4月 10日第6回  7月

12日第5回  6月
8日第4回  5月 11日第10回  12月

13日第9回  11月
23日第8回 10月
25日第7回 9月

【　開催日　】金曜開催

【　開催日　】金曜開催

【　時　間　】
〈午前クラス〉 9時30分～12時
〈午後クラス〉 12時30分～15時

【　時　間　】〈午前クラス〉 10時～12時30分〈午後クラス〉 13時30分～16時

（大澤和子袋もの研究所主宰）

【　会　費　】1回 8,800円（税込）
※会費は半期ごと（1～6回、7～11回）に前納
※材料費別途

第2回 3月 6日
第1回 2月 表地だけの数寄屋袋

旅袋

茶碗・棗の小袋とへだて

短緒の仕覆

素襖袋

6日

第3回 4月 3日
第4回 5月 1日
第5回 6月 5日
第6回 7月 3日
第7回 8月 7日
第8回 9月 4日
第9回 10月 2日
第10回 11月 6日
第11回 12月 4日

灰形の話
火入の灰/二文字押切

第1回 2月19日

第2回 3月19日

二文字押切
第3回 4月30日

第4回 5月14日

第5回 6月11日

二文字押切

遠山第6回 7月16日

第7回 8月20日

第8回 9月10日

二文字掻上第9回 10月22日

丸灰第10回11月26日

灰形復習第11回12月10日

【　開催日　】木曜開催

灰形講習会
基本コース

香道教室

【　会　費　】1回 9,000円（税込）※香木代含
※会費は全10回分を前納　※椅子席でのお稽古です　※和服、洋服お好きな装いでご参加ください 
※体験も随時可能です。受講生の方と一緒にご体験いただけます（1回のみ9,000円）

小澤宗誠先生の

https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000593
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000583
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000582
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000585
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000648


第2回

第1回 1月22日 簡単古帛紗を工夫する
黒文字・茶巾をつくる
茶の湯の飾りもの
 端午・七夕・八朔の工夫
折据・香包をつくる
簡単藁灰をつくる
茶の湯の飾りもの蓬莱山飾り

5月21日

3月12日

7月23日
9月17日

第3回

第4回

11月12日第6回

第5回

 
・代金や表示されている時刻や情報は2026年1月現在のものです。
・変更になる事もございますので、最終（確定）書面にて必ずご確認ください。（一社）全国旅行業協会 正会員

 

 　  　

お問い合わせ・お申し込みは ※各ページのQRからもお申し込みいただけます

電話 03ｰ5379ｰ3227 Fax 03ｰ5269ｰ7266 Eｰmail：cul_tokyo@tankosha.co.jp
淡交社 文化事業部 [東京] 〒162ｰ0061 東京都新宿区市谷柳町39ｰ1 菅屋ビル

茶の湯特別講習会

茶花講習会
全10回

毎月、季節の花材を使っておこなう実習講座。

午前クラス 午後クラス

講 師
加藤宗雄業躰

【　定　員　】各クラス 15名

【　会　場　】
淡交社 東京支社9F

【　時　間　】
〈午前クラス〉 10時～12時
〈午後クラス〉 13時～15時

【　会　費　】

13,000円（税込）※お一人様一回限り

135,000円（税込）全期 10回コース

1回お試しプラン

72,500円（税込）半期  5回コース

第2回

第1回 4月 8日

6月10日
5月13日

7月 8日
9月 9日

10月14日

12月 9日
11月11日

3月10日令和
9
年

2月10日令和
9
年

水　曜　開　催

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

•持ち物：花ばさみ、花を持ち帰る用の袋（花材はお持ち帰りいただけます）、筆記用具。
•講座は椅子席となります。
•花入は竹、陶器、籠、唐銅等をご用意いたしますがご自身の花入でもご指導いただけます。
•午前と午後の時間の変更は可能です。また欠席の場合、代理の方の出席が可能です。（事前にお申し出ください）

【　入会金　】要

【　講　師　】佐山宗準

【　定　員　】12名
【　会　場　】辻留 赤坂店【　時　間　】10時～13時

【　会　費　】1回 25,300円（税込）※実習は行いません

懐
石
料
理
の
名
門
・
辻
留 

赤
坂
店
に

て
、料
理
長
に
よ
る
調
理
を
間
近
で
ご

覧
い
た
だ
き
、ま
た
お
話
を
伺
い
な
が

ら
茶
懐
石
の
技
・
知
識
を
学
ん
で
い
た

だ
く
講
習
会
で
す
。各
回
、茶
事
の
趣

向
に
合
わ
せ
た
お
料
理
の
実
演
後
、お

部
屋
に
て
お
料
理
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
す
。

第1回 2月26日 ひな祭り 第2回 4月16日 初風炉

【　講　師　】辻留

辻
留
の
懐
石
料
理

講
習
会

※茶事形式

※お食事を含んだ終了時刻です

季節の工夫を学ぶ

【　時　間　】10時～12時

毎回、時節に合わせた茶の湯にまつわる様々な工夫を、
講師の指導のもと実践で学んでゆく講座となります。

【　会　場　】淡交社 茶室「慶交庵」

【　会　場　】淡交社 茶室「慶交庵」

【　開　催　】3月21日（土）・22日（日）・23日（月）

【　定　員　】8名
【　会　費　】39，000円（税込）【　時　間　】11時～

初めての季節の茶事
 「飯後」

【　席　主　】榎本宗白

先生がご亭主になって、お点前をしながら
問答や趣向の取り合わせのことなど教えていただきます。

まったく初めての方の
茶事体験教室

【　開　催　】4月18日（土）・19日（日）・20日（月）
【　定　員　】6名

【　会　費　】39，000円（税込）
【　時　間　】11時～【　講　師　】榎本宗白

茶事経験のない方でも安心の体験教室です。
本席での所作はもちろん、蹲の使い方・席入の仕方なども丁寧に教えていただきます。

茶の湯の香

【　会　場　】淡交社 東京教室

【　開　催　】3月10日（火）

【　定　員　】各12名
【　講　師　】大杉直司（山田松香木店）

【　時　間　】
〈午前クラス〉 10時～12時
〈午後クラス〉 13時30分～15時30分

【　内　容　】
・聞香の作法
・七事式（花月）における香の扱い
・茶席に合う煉香づくりの体験　など

【　会　費　】9，900円（税込）
※別途材料費がかかります。3,300円（予定）

※途中入会をご希望の方はご相談ください

※1～5回分もしくは6～10回分を前納

4月開講!

【　会　費　】1回 7，700円（税込）
※会費は全6回分を前納
※材料費別途　※途中入会可能

【　定　員　】12名
【　会　場　】
淡交社 東京教室

木　曜　開　催

写真：kufu.JPG

茶
の
湯
の「
書
」

茶
会
記
や
案
内
状
、前
礼
・
後
礼
の
挨
拶
状…

…

、茶
の
湯
に

は「
書
」に
か
か
わ
る
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。当
講
座

は
、そ
ん
な
茶
の
湯
の「
書
」を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
講
座
で

す
。書
道
の
心
得
が
な
く
て
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。講
師
が

丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

佐
山
宗
準

【
　
講
　
師
　
】

要

【
　

入
会
金
　

】

第
2
回

第
1
回
1
月
22
日
日
常
の
書
を
学
ぶ

第
3
回
5
月
21
日
巻
紙
・
案
内
状
①

巻
紙
の
基
本

巻
紙
・
案
内
状
②

前
礼
を
書
く

後
礼
を
書
く

3
月
12
日

7
月
23
日

9
月
17
日

第
4
回

11
月
12
日

第
6
回

第
5
回

【
　
開
　
催
　
】
木
曜
開
催

12
名

【
　
定
　
員
　
】

【
　
会
　
費
　
】
１
回

7
，7
0
0
円（
税
込
）

※

会
費
は
全
6
回
分
を
前
納
　※

材
料
費
別
途
　※

途
中
入
会
可
能

【
　
会
　
場
　
】
淡
交
社  

東
京
教
室

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
　
時
　
間
　
】

ご主人がおもてなし

旬の味を大切に吟味した素材本来の持ち味を生かす茶懐石。東京の茶懐石料理店を
めぐり、主人のお話を伺いながら名店のお料理をご堪能いただきます。

【　定　員　】8名（最少催行人数６名） 【　会　場　】各店舗【　時　間　】11時～14時
【　会　費　】1回 22,000円（税込）※会費は5回分を前納　※実習は行いません

講　師

後藤紘一郎 初風炉の茶懐石

弥生の茶懐石廣瀬和彦

大野友之 江戸の味噌汁

黒木純一 朝茶事の椀物

水 曜 日

4月22日

2月25日

6月24日

8月5日

10月14日

店　名

懐石 龍雲庵（御茶ノ水）

茶懐石 一文字（神楽坂）

茶懐石料理 木挽町大野（四谷）

三友居（高輪）

懐石 山よし（麹町） 山下和嘉 お月見の椀種

料　理

茶懐石の名店をめぐる

2026年
今日庵業躰部に学ぶ

新企画

https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000654
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000610
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000611
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000591
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000599
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000600
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000563
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000592



